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主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業改善

・見通し

・協働

・振り返り

・深まりを実感

【主体的・対話的で

深い学び】

【指導の工夫】

手立て①
（単元における指導と
評価の計画の検討）

手立て②
興味・関心の喚起

ユニバーサルデザインの視点

（知識の明確化，可視化）

手立て③
ICTの活用

（出来栄えの確認）



○単元の指導計画を評価方法と関連させて作成する

〇ＩＣＴを活用し，動きを共有，他者へ伝えるため
のツールとして有効

〇生徒が主体的に話し合いに参加するための手立て

〇運動が苦手な生徒に対する手立て

研究1年目の成果
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研究1年目の課題

●生徒にとっての「深い学び」とは

●指導方法の効果を示す根拠は

●指導と評価の一体化とは
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指導計画，指導方法，評価方法の修正を
加えながら，三つの資質・能力を高め，
深い学びへ誘う実践事例を提案する。

研究2年目の研究主題と手立て

【研究主題】

主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業改善

～生徒の主体性を重視した学習活動の展開を通して～

〇指導と評価の明確化
〇運動が苦手な生徒への手立て
〇ICTの活用
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体育分野 実践Ⅰ

第１学年
器械運動「マット運動」
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知 ① （②） （②） ②

技 ① ② ③

思 ① ②

態 ① ②

評

価

小学生の復習

くま歩き・かえる

跳び・川渡り・ゆ

りかご・背支持・

ブリッジ・前転・

後転

考えた技の練習
平均立ち技群

（知②、技①）

頭倒立

ほん転技群

（知②、技③）

頭はねおき

接転技群

（知②、技②）

前転・開脚前転・

倒立前転

ほん転技群

（知③、技③）

側方倒立回転

倒立ブリッジ

学

習

の

流

れ

健康観察、準備運動、本時の課題確認

オリエンーション

・見通し

・特性

・安全面の配慮

（知①、態①）

整理運動・振り返り

学習カード

知①

学習カード

知②

学習カード

知②

学習カード

知②

学習カード

知①

学習カード

まとめ

動きづくり（くま歩き・かえる跳び・川渡り・ゆりかご・背支持・ブリッジ）

仲間への補助・助言

（態②）

前時の復習

（技①）

接転技群

（知②、技②）

後転・開脚後転

前時の復習

（技②）

前時の復習

（技③）

自分に適した技を

組み合わせる

グループの仲間の良いところ・改善点を見付け、

伝える（思①ワークシート）

平均立ち技群

（知②、技①）

片足平均立ち

補助倒立

発表会の技を決定

グループ活動

「はじめーなかーおわり」

の

技の練習

　　　　　　　　　仲間への補助・助言

　　　　　　　　　　　　　　（態②）

発表会に向けての

練習

「はじめーなかー

おわり」の基本技

の発表会

体力や技能の程度、性別等

の違いを踏まえて楽しめる

発表会の仕方を見付け、伝

える（思②ワークシート）

グループの仲間の良いと

ころ・改善点を見付け、

伝える（思①ワークシー

ト）

構成した技の改善

総括的な

評価
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手立て① 単元設計による指導と評価の明確化

単
元
の
目
標

知識及び技能
次の運動について，技ができる楽しさや喜びを味わい，器械運動の特性や成り立ち，技の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに，技をよりよく行う
ことができるようにする。
ア マット運動では，回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに行い，条件を変えた技や発展技を行うこと及びそれらを組み合わせることができるようにする。

思考力，判断力，
表現力等

技などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたことを他者に伝えることができるようにする。

学びに向かう力，
人間性等

器械運動に積極的に取り組むとともに，よい演技を認めようとすること，仲間の学習を援助しようとすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとすることなどや，健康・安全に気を配ることができ
るようにする。

単
元
の
評
価
規
準

知識・技能

〇知識
①器械運動には多くの「技」があり，これらの技に挑戦し，その技ができる楽しさや喜びを味わうことができることについて，言ったり書き出したりしている。
②技の行い方は技の課題を解決するための合理的な動き方のポイントがあることについて，学習した具体例を挙げている。
〇技能
①バランスよく姿勢を保つための力の入れ方，バランスの崩れを復元させるための動き方で，基本的な技の一連の動きを滑らかにして静止することができる。
②体をマットに順々に接触させて回転するための動き方や回転力を高めるための動き方で，基本的な技の一連の動きを滑らかにして回ることができる。
③全身を支えたり突き放したりするための着手の仕方，回転力を高めるための動き方，起き上がりやすくするための動き方で，基本的な技の一連の動きを滑らかにして回転することがで
きる。

思考・判断・
表現

①提示された動きのポイントやつまずきの事例を参考に，仲間の課題や出来映えを伝えている。
②体力や技能の程度，性別等の違いを踏まえて，仲間とともに楽しむための練習や発表を行う方法を見付け，仲間に伝えている。

主体的に学習に
取り組む態度

①健康・安全に留意している。
②練習の補助をしたり仲間に助言したりして，仲間の学習を援助しようとしている。



掲示物 技術ポイントファイル

手立て②学習内容の視覚化，知識の明確化

付箋の活用

課
題
発
見

ICTの活用

学んだ知識を活用し，効果的なアドバイスを送ることで技の習得につながった。

コロナ
対策

知識・技能の
再確認

思考を促す

よい助言を行ってい
る姿を全体に共有

深い学び
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評価の観点

【 思考・判断・表現 】

十分満足（A）の回答例

できるポイントファイルや掲示物
などを参考にして，具体的に課題
や出来栄えを記述している。

資料や事例を参考にしておらず，
仲間の課題や出来栄えを記述する
に至っていない。

努力を要する（C）の回答例

評価規準
提示された動きのポイントやつまずきの事例を参考に，仲間の課題や出来
映えを伝えている。

9



10

技の習得につながった

発
表
会

知
・
技
の
関
連

評価の具体（知識・技能の関連）

思考する場面
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記述のポートフォリオ（ワークシート）

器械運動の楽しさについて

１
時
間
目

８
時
間
目

記述の質的・量的向上

毎時間の振り返りシート

1

８
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生徒の意識変容

5.0%

9.0%

30.0%

43.0%

48.0%

38.0%

17.0%

10.0%

事前

事後

マット運動は好きですか

協働して取り組む場面の設定が，主体的に取り
組むことにつながった。



成 果

苦手意識をもっていた生徒が周囲とのかかわりを通して主体的
に楽しみながら授業に参加することができた。

環境整備やICTの活用が，興味・関心を高め，知識及び技能の
再確認ができ，思考を促すための手立てとして有効であった。

開脚前転でタイミン
グの良い脚の開き方
をアドバイスしても
らってできるように
なりました！
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体育分野 実践Ⅱ

第３学年
球技「バスケットボール」
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１時目の生徒の様子
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１０時目の生徒の様子

空間を作り出して攻防を展開



手立て① 単元設計による指導と評価の明確化
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単
元
の
目
標

知識及び技能
次の運動について，勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法などを理解するとともに，作戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開することができるようにする。
ア ゴール型では，安定したボール操作と空間を作り出すなどの動きによってゴール前への侵入などから攻防をすることができるようにする。

思考力，判断力，
表現力等

攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。

学びに向かう力，
人間性等

球技に自主的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること，作戦などについて話合いに貢献しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること，互いに助け合い
教え合おうとすることなどや，健康・安全を確保することができるようにする。

単
元
の
評
価
規
準

知識・技能

〇知識
①練習やゲーム中の技能を観察したり分析したりするには，自己観察や他者観察などの方法があることについて，言ったり書き出したりしている。
②戦術や作戦に応じて，技能をゲーム中に適切に発揮することが攻防のポイントであることについて，学習した具体例を挙げている。

〇技能
①パスを出した後に次のパスを受ける動きをすることができる。
②ゴール前に広い空間を作りだすために，守備者を引きつけてゴールから離れることができる。
③ゴールとボール保持者を結んだ直線上で守ることができる。

思考・判断・
表現

①体力や技能の程度，性別等の違いに配慮して，仲間とともに球技を楽しむための活動の方法や修正の仕方を見付けている。
②自己や仲間の技術的な課題やチームの作戦・戦術についての課題や課題解決に有効な練習方法の選択について，自己の考えを伝えている。
③選択した運動について，合理的な動きと自己や仲間の動きを比較して，成果や改善すべきポイントとその理由を仲間に伝えている。
④球技の学習の成果を踏まえて，自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して楽しむための関わり方を見付けている。

主体的に学習に
取り組む態度

①互いに練習相手になったり仲間に助言したりして，互いに助け合い教え合おうとしている。
②一人一人の違いに応じた課題や挑戦及び修正などを大切にしようとしている。



手立て②活動内容の視覚化，知識の明確化

学んだ知識の活用
生徒相互の効果的なアドバイス

↓

作戦の修正

知識・技能の
再確認思考を促す

深い学び

ICTの活用活動内容の視覚化活動空間の
環境整備
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手立て②（知識構成型ジグソー活動について）
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全員がいずれかのコーチとして各チームで活動
・スキルアップコーチ
・シュートコーチ
・ディフェンスコーチ
・オフェンスコーチ

手立て②（知識構成型ジグソー活動について）
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手立て②（知識構成型ジグソー活動について）
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「友達に説明をすることは難しかったけど，
説明をすることでよりポイントを理解することが
できた。」



手立て②（チームタイムアウトについて）

映像で確認 各自の意見を出し合う 作戦板で確認

コートで確認

兄弟チームで作戦の確認
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手立て②（チームタイムアウトについて）

【女子生徒の記述】
動きについて男子に的確に言ってもらうことで動き
やすくなった。アドバイスされたように，ディフェ
ンスから厳しくマークされた時は背を向けて仲間を
呼ぶことでパスをつなぐことができた。

共生の視点
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ゲーム１ ６時目

ゲーム２ 9時目

誰が何回ボールに
触れたか，ボール
のつながりを確認

手立て②（チームタイムアウト（データの活用））

作戦・戦術についての課題を明確にするための工夫
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ゲーム１ ６時目

ゲーム２ 9時目

誰が何回ボールに
触れたか，ボール
のつながりを確認

手立て②（チームタイムアウト（データの活用））

作戦・戦術についての課題を明確にするための工夫

全員が攻撃
に参加
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ゲーム２

誰が何回ボールに
触れたか，ボール
のつながりを確認

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

手立て②（チームタイムアウトについて）

チームタイムアウトが
課題発見，解決に有効



評価の観点

【 思考・判断・表現 】

選択した作戦について合理的な動
きと自己や仲間の動きを比較して，
成果と改善点を理由と共に記述で
きている。

感想や改善すべきポイントのみの
記述に留まっている。

評価規準
選択した運動について，合理的な動きと自己や仲間の動きを比較して，
成果や改善すべきポイントとその理由を仲間に伝えている。
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十分満足（A）の回答例 努力を要する（C）の回答例



当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない n=74

チームの特徴や
相手に合わせた
作戦を考えるこ
とができる生徒
が増加

28

【他チームの試合を分析する場面】
【自チームの作戦を立てる場面】
それぞれの場面で具体的に伝えるこ
とができる生徒が増加

バスケットボール 成果

思考力，判断力，表現力等を高めることができた。



バスケットボール 成果
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バスケットボールが苦手な女子生徒の記述

「する，見る，
支える，知る」
の視点



体育分野 成果
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体育分野 成果

31

課題を把握し，
自分たちのでき
ることをどのよ
うに生かすか

３つの資質・能力の
向上に関わり

男女共習の良さ



体育分野 成果

〇生徒の主体性を重視することで授業改善が進んだ。

〇指導と評価の計画（簡易単元構造図）を作成すること
で，
指導と評価を明確にすることができた。

〇データの蓄積が根拠に基づいた指導につながった。

〇思考力，判断力，表現力等に着目して実践を行ったが，
３つの資質・能力の向上には関わりがあることを実感し

た。
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保健分野 実践Ⅰ

第３学年
「健康な生活と疾病の予防」

33



1 2 ③本時 4

日本の死因について考える 前時の振り返りをする 前時の振り返りをする がんに対するイメージを出し合う

めあて めあて めあて めあて

生活習慣病について理解する

健康診断，早期発見，早期治療
について理解する

まとめ まとめ まとめ まとめ

知識・技能 ① ②

思考・判断・表現 ① ②

主体的に学習に取
り組む態度

① ②

学
習
の
流
れ

がんの仕組みと原因について理
解し，予防の仕方を考える心臓病，脳卒中，糖尿病の症状

や原因を調べる。

班で，調べたことをまとめ，全
体で共有する

心臓病，脳卒中，糖尿病の原因
から，予防の仕方を考える

予防の共通点を考える

これまでや現在の自分の生
活習慣を振り返り，健康課題
を確認する

健康課題をもとに，予防の仕
方を考える

班や全体で共有したことをも
とに，自分の健康課題に対す
る予防法を考える

生活習慣病とがんの予防の共
通点を考える

評価

10

20

30

40

50
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手立て①単元設計による指導と評価の明確化「健康な生活と疾病の予防」

単
元
目
標

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

知識・技能
①不適切な生活行動を若い年代から続けることによって，様々な生活習慣病のリスクが高まることについて，理解したことを言ったり書いたりしている。
②がんは，異常な細胞であるがん細胞が増殖する疾病であり，要因として，不適切な生活習慣をはじめ様々なものがあることについて，理解したことを言ったり書いたりし
ている。

①生活習慣病の予防における事柄や情報などについて，習得した知識を活用し生活習慣病を予防するための方法を選択している。
②生活習慣病などの予防について，個人の生活と関連付け,習得した知識を活用し，生活習慣病を予防するための方法を選択している。

①生活習慣病の知識を習得する場面で，資料をもとに調べ，その原因を発見しようとしている。
②生活習慣病やがんの予防について仲間と情報交換して解決方法を修正したり，別の方法を追加したりしようとしている。

評
価
規
準

知 識 健康な生活と，生活習慣病などの予防について，理解することができるようにする。

思考力，判断力，表現力等
生活習慣病などの予防に関わる事象や情報から自他の課題を発見し，生活習慣病などのリスクを軽減したり，生活の質を高めたりする視点から
解決方法を考え，適切な方法を選択するとともに，それらを伝え合うことができるようにする。

学びに向かう力，人間性等 生活習慣病などの予防について，自他の健康の保持増進や回復についての学習に自主的に取り組もうとすることができるようにする。
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手立て② 興味・関心の喚起「健康な生活と疾病の予防」

地域ごとの小学生の肥満傾向を
クイズ形式で考えさせる

導入で海外のＣＭを活用

保健室周辺にポスターを掲示

本時の展開につながる内容のCMやクイズによって，気づいたことや
考えたことを発表する。

・生徒の興味・関心を喚起する
ポスターを掲示

・予習や復習に活用
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手立て③ ICTの活用「健康な生活と疾病の予防」

タブレットのノート機能を
使い，班ごとに考えを入力

スクールシールドを使用

他の班の考えを常に見るこ
とができる工夫

生活での健康課題と生活習慣病の予防法を考えよう
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手立て③ ICTの活用「健康な生活と疾病の予防」

他者と交流することで自分の
考えを整理することができた

生活での健康課題と生活習慣病の予防法を考えよう
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手立て④ユニバーサルデザイン「健康な生活と疾病の予防」

焦点化共有化

確かな見方・考え方へと
導く発問

スパイラル化

知識の習得の深まり

はつも見通しや発問を見える化

視覚化
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評 価「健康な生活と疾病の予防」

（思考・判断・表現）

生活習慣病などの予防について，個人の生活と関連付け，
習得した知識を活用し，生活習慣病を予防するための方
法を選択している。

評価規準

十分満足

（Ａ）の目安

個人の生活と関連付け，
根拠をもとに記述して
いる。

健康課題と予防法の記
述がなく，感想のみに
留まっている。

部活をやめて運動しなくなって，体
重が増えた。運動せず，塾の合間な
どにお菓子を食べたり塾から帰って
ご飯を食べると，エネルギー過多に
なって肥満の原因になるから，お菓
子の食べ過ぎにないようにして，ラ
ンニングや筋トレをしていくように
したい。

睡眠は大切だ。

記述

記述

【発問】生活での健康課題と生活習慣病の予防法を考えよう

努力を要する

（Ｃ）の目安



保健分野 実践Ⅱ

第２学年
「傷害の防止」

40



1

交通事故や自然災害など

による傷害の発生要因

２

交通事故や自然災害など

による傷害の発生要因

3
交通事故などによ
る傷害の防止

4
交通事故などによ
る傷害の防止

５

自然災害による傷害

の防止

6

自然災害による傷害

の防止

7
応急手当

８
応急手当

９
応急手当

学校生活でのけがに

つながる場面や，危

険箇所を考える。

交通事故のニュース

を視聴する。

前時の振り返りを
する。

ニュースを視聴す
る。

実際に起きた自然災

害での被害を想起す

る。

実際に起きた自然災

害での被害を想起す

る。

前時までの復習を
する。

前時までの復習を
する。

これまでの学習内
容を確認する。

めあて めあて めあて めあて めあて めあて めあて めあて めあて

班で，調べたことをま

とめ，全体で共有す

る。

まとめ まとめ

知識・技能
 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

思考・判断・

表現 ① ② ③

主体的に学

習に取り組

む態度

① ②

評価

直接圧迫止血
法，包帯法の実
習を2人組で行う。

傷害の原因を
まとめる。

自分の経験な
どをもとに交通
事故の原因を
まとめる。

交通事故の原因や防止に

ついて理解したことをまと

める。

単元を通して学ん
だこと，生活にどの
ように生かしていく
かをワークシートに
記入する。

50

考えたことを全体で
共有し，危険を回避
する方法をそれぞ
れ選択する。

自然災害の原因
や防止について
理解したことをま
とめる。

考えたことを全体で
共有し，危険を回避
する方法をそれぞ
れ選択する。

応急手当の手順
や心肺蘇生法の
行い方を理解す
る。

傷害のケースを示
した場面カードを
選択し，傷害が発
生した場面やケガ
の状況に応じた応
急手当の方法と
手順，危険を予測
し，回避する方法
を考える。

30

防止するため
の対策を考え
る。

予測したことをもと
に，交通事故を防
止するための対策
を考え，タブレット
のノート機能に班
でまとめる。

自然災害によ
る障害を引き起
こす危険を３つ
の場面から予
測し，防止する
ための方法を
考える。

心肺蘇生法の実
習を班で行う。

事例から人的要
因，環境要因，車
両要因を見付け，
全体で共有する。

考えたことを全
体で共有する。

傷害を引き起こ
す危険を予測
し，回避する方
法を考える。

交通事故の原因
について理解す
る。
自転車事故の原
因となる行為につ
いて考える。

人的要因，環
境要因，車両
要因に対する
対策を考える。
（７班）

交通事故が起こりう

る危険箇所を提示

し，どのような危険が

あるか考え予測す

る。（７班）

日本や北九州市
で起きた自然災
害の映像や資
料，教科書を用い
て自然災害につ
いて理解する。

地震などの自然
災害に日ごろから
備えていることを
出し合う。 応急手当の基本

や幹部の保護や
固定，止血の行い
方を理解する。

学
習
の
流
れ

10

20
傷害の原因につ
いて理解する。

40
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「傷害の防止」

知識及び技能
交通事故や自然災害などによる傷害の発生要因，交通事故などによる傷害の防止，自然災害による傷害の防止，応急
手当の意義と実際について，理解することができるようにする。

思考力，判断力，表現力等
傷害の防止に関わる事象や情報から課題を発見し，自他の危険の予測を基に，危険を回避したり，傷害の悪化を防止
したりする方法を考え，適切な方法を選択し，それらを伝え合うことができるようにする。

学びに向かう力，人間性等
傷害の防止について，自他の健康の保持増進や回復についての学習に自主的に取り組もうと することができるよう
にする。

単
元
目
標

手立て①単元設計による指導と評価の明確化

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能

①自然災害などによる傷害は，人的要因，環境要因及びそれらの相互の関わりによって発生することについて，理解したことを言ったり書いたりしている。

②交通事故による傷害は，人的要因，環境要因，車両要因及びそれらの相互の関わりによって発生することや，車両の特性について，理解したことを言ったり書いたりしている。

③交通事故などによる傷害を防止するためには，人的要因や環境要因に関わる危険を予測し，それぞれの要因に対して適切な対策を行うことが必要であり，人的要因に対しては，安全に行動すること，環境要因に対しては，交通環境などの

整備，改善をすることがあることや，交通事故を防止するためには，自転車や自動車の特性を知り，交通法規を守り，周囲の状況に応じ，安全に行動することが必要であることついて，理解したことを言ったり書いたりしている。

④自然災害による傷害は，例え ば，地震が発生した場合に家屋の倒壊などによる危険が原因となって生じることや，地震に伴って発生する津波などの二次災害によっても生じること。また，自然災害による傷害の防止には，自他の安全を確

保するために冷静かつ迅速に行動する必要があることついて，理解したことを言ったり書いたりしている。

⑤傷害が発生した際に，迅速かつ 適切な手当は傷害の悪 化を防止できることや，応急手当には止血や患部の保護や固定があり，その方法について，理解したことを言ったり書いたりしているとともに，実習を通して包 帯法や止血法として

の直接圧迫法ができる。

⑥心肺停止に陥った人に遭遇し たときの応急手当には， 気道確保，人工呼吸，胸骨圧迫，AED 使用などの心肺 蘇生法があり，その方法について，理解したことを言ったり書いたりしているとともに，実習を通して胸骨圧迫，AED 使用など

の心肺蘇生法ができる。

①交通事故による傷害の防止について，習得した知識を活用し，危険を予測し回避の方法を考えノートに記述し, 伝えあっている。

②自然災害による傷害を引き起こす危険を予測し，回避方法を考え，ノートに記述している。

③傷害の状態に合わせて習得した知識を活用し，傷害の悪化を防止する方法や予測される危険，回避方法を考え，選択している。

①傷害の防止について，健康に関する資料を見たり自分たちの生活を振り返ったりするなどの学習活動に自主的に取り組もうとしている。

②傷害の防止について，課題の解決に向けての話し合いや意見交換などの学習活動に自主的に取り組もうとしている。

評
価
規
準
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手立て② 興味・関心の喚起「傷害の防止」

交通事故に関するクイズ

ポスターを掲示

校区を取り上げたニュース

主体的に取り組みたくなる課題の提示

養護教諭等との連携



手立て③ ICTの活用「傷害の防止」

タブレットに考えを入力

前後に2台設置して見やすくワークシートを投影

教室前

テレビ画面で見ることができる

教室後

考えを深める

３つの場面から危険を予測し，危険を回避するための方法を伝えよう。
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手立て④ユニバーサルデザイン「傷害の防止」

視覚化 共有化

スパイラル化

確かな見方・考え方へと
導く発問

系統性を意識
習得の深まり

ねらいを理解，考えの共有

焦点化



評価「健康な生活と疾病の予防」

（思考・判断・表現）
交通事故による傷害の防止について，習得した知識を活用し，
危険を予測し回避の方法を考えノートに記述し, 伝えあっている。評価規準

回避方法を根拠をもと
に選択し，記述してい
る。

危険の予測のみの記述
に留まっている。

カーブの先から車が急にきてぶつか
るかもしれないし，道幅も狭くて，
ケータイを見ている人とぶつかるか
もしれない。先が見えないからミ
ラーをつけると，先から来る車や歩
行者に気づいて回避できる。そして，
自転車の特性でスピードをゆるめる
ほどバランスが取れなくなってしま
うから，自転車から降りる。

ぶつかるから気を付けて運転する。

記述

記述

【発問】写真と資料から潜んでいる危険を予測し，危険を回避する方法を考えよう。
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十分満足

（Ａ）の目安

努力を要する

（Ｃ）の目安



〇交流活動での肯定的な助言が，生徒の学習意欲の喚起や
粘り強く思考することを促した。

○指導と評価の計画（簡易単元構造図）を作成することで，
指導と評価が明確になり見通しをもった指導へつながった。

〇ユニバーサルデザインの視点を取り入れたことは，努力を
要する生徒（Ｃ）の個に応じた指導に効果があった。

○ICTの活用によって，考えを視覚化でき，教師と生徒が
共有することに有効であった。

保健分野 成果
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生徒の変容（振り返りシートより）

他者の視点

生活との関連
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2年間を振り返って

〇主題設定の意図
・生徒指導上の課題と授業改善

〇学校教育目標の具現
・UDの視点

〇新学習指導要領への教員の準備
・一人1台タブレット端末の環境整備と授業実践


